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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトの目的は，小学生から大学生に至る発達段階で有効な ICTによる語彙
学習システムを構築し，一般公開することである。まず，学習語彙表の妥当性の検証，語彙習得モデルなどの研
究調査を行い，学習者が語彙を iPad で楽しみながら学習し，さらに教師がその学習状況をPCでモニタリングで
きるシステムを完成した。同時にアプリの使用法や教員のモニタリングのための解説書を作成した。アプリの教
育的効果の検証はまだ十分にはできていないが，概ね学習者からの学習アンケートの結果では，動機付けの点で
の指導効果が認められた。学習者や教員のユーザーの観点から，次のプロジェクトで改善すべき点を明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to develop a vocabulary learning system by 
using ICT, which is designed for Japanese learners of English at different levels. For the first two
 years, we made literature review and preliminary surveys, and established  learning models for 
learners at four different levels: elementary school, junior high school, senior high school and 
university. Then we prepared vocabulary lists as well as illustrative sentences, pictures and short 
videos for each level. The survey of the educational effect by these applications have not been yet 
done enough, but according to the result of the questionnaire from learners, it showed that 
applications have effects on motivating learners to learn vocabulary. Furthermore, from the 
viewpoints of learners and teachers, there seems to be some room to be improved for the next 
undergoing project.

研究分野： 英語教育学
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１．研究開始当初の背景 
本研究は，近年急速に発達してきた携帯端末
を活用して，小学生段階から大学生に至るま
での各発達段階で有効な語彙学習システム
を構築することを目的とする。 
まず，これまで積み重ねてきた語彙能力のモ
デル，学習語彙表の妥当性の検証，語彙習得
モデル，語彙能力の評価などの研究をさらに
継続し，発達段階に応じた語彙学習のシステ
ム構築の資料として役立てる。次に，構築し
た語彙学習システムを，携帯端末に内製化し，
小学校，中学校，高校，大学の実験協力校で
実践し，その学習の効果を検証する。最後に，
部分的な修正を経て，構築した語彙学習シス
テムを一般に公開する。 
 
２．研究の目的 
(1) システムの開発指針 
 小学生から大学生を対象にした語彙学習
システムの開発に際し，まずシステムの開発
方針を検討した。①学校の授業内外で使用可
能，②長期の学習プロセスと成果を記録 ，
③自分のペースで計画的な個人学習の支援，
④定着を図るためのゲーム的で挑戦的な協
調学習の展開の 4点を重視することになった
(合田・長崎，2014)。 
 
(2) システム設計と開発 
  基礎調査によって選定された発達段階に
合わせた語彙習得のフレームワークと理論
および適切な語彙リスト，中学校教員による
既存のアプリ調査の結果をベースに，システ
ムの学習機能と管理者機能が設計された。 
 学習機能の種類が多く提案され，システム
開発に必要な素材収集が先行していたため，
中学校用のアプリを第１期 (2014 年度) と
して開発した (長崎，2015)。その後，中学校
用アプリの機能を拡張・流用する形で，小学
校・大学用を第 2 期 (2015 年度上期) に，高
校用を第 3 期 (2015 年度下期) に開発した。 
 
(3) システムの動作環境 
  対応するデバイスは，iOS バージョンの
Apple iPad Air, iPad mini である。対戦モ
ードや協調学習でのデータのやりとりや学
習履歴をデータベース・サーバーに保存す
るため，インターネットに接続した Wi-Fi
環境が必要である。 
 
(4) システムの機能 
  学習機能には，大きく以下の 4 つのモード
がある。(1) 学習の進捗と計画，(2) 学習モー
ド，(3) チャレンジモード，(4) 辞書モードで
ある。 
 
(4) 管理者機能 
  Web ベースの管理者機能には，1 教員管理，
2 学生管理，3 単語管理，4 学校管理，5 学年
管理，6 クラス管理，7 学習履歴，8 学習コン
トロールがある。これにより，教員は学習者

の学習進捗を把握できる。また，教員が学習
語彙リストを容易に追加，修正，削除できる。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 小学校 
(a) 語彙の選定 
 小学生向けのアプリの語彙は，児童の学習
負担を最小限に抑え，最大限に有用な語を指
導するために， 名詞・形容詞・動詞を合わ
せて 200 語と定めた。その上で，Aizawa 
(2011) の 4 冊の児童向け英語辞典の見出し
語リストを用いた相澤・酒井 (2014) の調査
結果から，小学校教員の 70％以上が「重要な
語である」と合意した 175 語のリストを作成
した。 
 続いて，小学校英語で主たる教材として用
いられている『Hi， friends!』に頻出の語
21 語，また，数字や週の名称などの連続性の
ある語を補完し，最終的に 201 語のリストを
作成した (磯・相澤・原田，2014 を参照)。 
(b) 活動例 
作成した 201 語の全てに日本語訳を付し，音
声・画像のそれぞれのファイルを紐つけし，
アプリに組み込んだ。小学校向けアプリでは，
「学習」と「対戦」のそれぞれのモードに，
難易度を設定した。 
まず新しい言葉で，ランダムに選択される 10
語の音声・綴り・画像を学習し，その後クイ
ズ形式の定着・確認の作業を行う。 
友達とバトル！では，クラスメートとペアを
組み，聞こえてくる単語の音声に合う写真を
選んだり，単語を選んで相手に 4択問題を出
したりすることができる。 

 
(2) 中学校 
(a) 語彙の選定 
 中学生の学習必須語彙リストを作成する目
的で行われた，中高大の英語教員による共同
研究「Kochi 語彙研究プロジェクト (山中・
山田・長﨑，2011)で選定した 1200 語を使用
した。 
(b) 活動例 
 中学生向けアプリ(KORETAN1200 Digital)
には，学習モードとチャレンジモードがある。
学習モードでは，個人で意味やつづりの学習
を行う。チャレンジモードは，友だちと対戦

 

図 1 小学校向けアプリホーム画面 



ゲームをし，総まとめの活動をすることで，
英単語の知識の定着を図ることがねらいで
ある。  
  学習モードにある活動の中の「ワード
Quiz」は「３ヒントクイズ」で，数秒ごとに
表示されるヒントの英文を見て，その英文が
説明している単語をタップして答える形式
である。「ワード Quiz」には，対戦型ゲーム
も用意されている。対戦という名称だが，競
争型ゲームではなく，一種の oral pair work
になっている。学習者のペアは，出題者と回
答者に分かれる。出題者は，画面 に表示さ
れるヒントの英文を読み上げ，回答者は，そ
れを聞いて単語を答える形式である。 
 

 
(3) 高等学校 
(a) 語彙の選定 
高校生を対象とした語彙力育成プログラム
は，前置詞の中核的なイメージ（コア・イメ
ージ）と句動詞（動詞＋前置詞）の意味的関
連性を学習することを目的としている。 
高頻度の前置詞のうち，対照性や類似性のあ
る６つの前置詞（IN，OUT，ON，OFF，OVER，
UP）を選定した。さらに，これら６つの前置
詞 を 含 む 句 動 詞 の う ち ， Corpus of 
Contemporary American English(COCA)に基
づき，比較的頻度の高い 126 の句動詞を選定
した。 
選定された句動詞は，句動詞に含まれる前置
詞のコア・イメージと句動詞の意味的関連性
について，約 200 名の日本人大学生を対象に
調査した。そして，これらの調査結果に基づ
き，句動詞の学習難易度を設定した。 
(b)活動例 
学習者は４つのコース（「前置詞別に句動詞
を学習するコース」，「句動詞の難易度別に学
習するコース」，「句動詞の頻度別に学習する
コース」，「ランダムに句動詞を学習するコー
ス」）から好きなコースを選んで学習する。
各コースの学習は，前置詞のコア・イメージ
を学習するセクションと句動詞を学習する
セクションの 2部構成になっている。 
前置詞のコア・イメージ学習するセクション
では，コア・イメージの画像と解説による学

習の後，前置詞の代表的な使用例を画像，動
画，例文（活字と音声）を通して学習する。 
句動詞を学習するセクションでは，１回の学
習につき，10の句動詞が学習対象として選出
される。各句動詞の学習材料は，句動詞（活
字と音声），句動詞の意味，句動詞に含まれ
る前置詞のコア・イメージ（画像），例文（活
字と音声），例文の日本語訳，例文を示す画
像，そして，句動詞の意味と前置詞のコア・
イメージとの関連性の解説から構成されて
いる。 

 

 
(4) 大学 
(a) 語彙の選定  
 文系（人文科学）学生のためのアカデミッ
ク語彙 (academic vocabulary) のうち，必
須の最重要語 100 語を選定した。選定のため
の語彙リストとして，Gardner and Davies 
(2014) の New Academic Vocabulary List 
(New AVL) を使用した。New AVL の 9 領域（社
会学，医学，科学など）の academic core 
words 約 3000 語（領域をまたがって使われ
る語あり）から，JACET8000 でレベル１～３
（高校までの学習語彙 3000 語）に入る単語
を除外したうえで，人文科学領域の上位 100
語（頻度順）を選んだ。 
(b) 活動例 
  100 個の単語およびそれらを使った例文に
ついて，音声データ（英語母語話者による録
音）を作成した。例文は，目標語の意味が推
測しやすいこと，15 語以内で作成すること，
目標語以外の語は JACET8000 レベル３まで
の語とすることを基本とした。 

 

図 2 ワード Quiz 

 
図 3 コア・イメージ図 

 

図 4 句動詞のイメージ 



 

 
JINBUN100 には，４つの活動を作成した。 
①「ワード FLASH」では，単語を聞いて「こ
の単語を知っていますか？」に対して，知っ
ている (YES)／知っていない (NO) で確認
する。②「音読トレーニング」では，例文の
音読トレーニングに取り組む。モデルにつけ
て（その後，モデルなしで）音読を通じて単
語を習得する。③「ワード Master」では，
英文の空所に日本文を参考に目標語をタイ
プ入力する。そして④「ワード Bingo」では，
ペアあるいはグループでビンゴゲームに取
り組む。 
 
４．研究成果 
  先行開発した KORETAN1200 Digital につい
ては，2016年２月〜３月の 2 ヶ月間，高知県
内にある公立中学校で実証実験を実施して
いる。 
(1) 検証方法 
 生徒は，タブレットを，朝受け取り，帰宅
前に返却するようになっており，休み時間，
昼休み，放課後に自由に使用できる。 
①語彙学習アンケート（Pre-Post の２回） 
②語彙サイズ測定（Pre-Post の２回） 
③英語科教員の観察による所見 
(2) 結果 
 語彙学習アンケート（１回目）の結果，教
員の観察から，実証実験開始時の状況を報告
する。 
 タブレットなどの機器の使用経験は，これ
までに使用したことがない生徒は 8.7%で，タ
ブレットを持っていて日常的に使用してい
る生徒が 26.1%，スマートフォンを持ってい
て日常的に使用している生徒が 39.1%であっ
た。 
 「iPad などのタブレットを使って英単語を
学習することに興味がありますか？」という
問いに「どちらかというと興味がある」「興
味がある」と答えた生徒を合わせると 85%に
なった。 
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